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　１０月１１日、市

はＮＰＯ法人コメリ

災害対策センターと

｢災害時における物

資供給に関する協定

書｣を締結しました。

　これにより本市で

地震や風水害など大規模な災害が発生した場合、

同センター所有の物資、および㈱コメリ全体の流

通在庫から、本市の行なう救援活動に必要な物資

を供給していただくことができます。

【防災メモ】　災害発生時、水道・ガスなどのライ

フラインの復旧には、最低３日かかるといわれて

います。ご家庭で３日分の食料・水などを常備し

ておきましょう。また、家族で災害時の避難方法、

避難場所を話し合っておきましょう。

災害時の物資供給に関する
協定書の締結 

田中正造・未来への大行進

　１０月１３日、田中正造・未来への大行進が行

われました。この大行進は「没後１００年記念事

業を進める会」が企画したもので、田中正造翁の

本葬の際、約３万人の弔問客が列をなしたといわ

れるものを再現し、惣宗寺から佐野駅前までを、正

造翁の仮装などをした約８００人が練り歩きまし

た。　

　参加者や沿道に駆けつけた皆さんは、正造翁が

目指した社会の実現に向け、正造翁の思いを未来

へとつなげていくことを誓いました。

田中正造記念祭・
記念演劇
「天地とともに」

環境大臣賞：

ＮＰＯ法人足尾に緑を育てる

会（日光市）

栃木県知事賞：栃木農業高校

環境科学部

佐野市長賞：いそやま友の会、

菊沢川の清流とコウホネを守

る会

　１０月１２日、田中正造翁没後１００年顕彰事

業のメーンイベントである「記念祭」が開催され、

記念式典や、環境活動に積極的に取り組む団体を

顕彰する「田中正造記念賞表彰式」、市内小中学

生による「正造へ手紙を書こう表彰式」などが開

催されたほか、１２・１３日には記念演劇「天地

と共に～田中正造を生きる」が上演されました。

　式典で岡部市長は「環境問題・人権擁護の先駆

者であった正造翁の精神を引き継ぎ、夢と希望の

ある明日を目指したい」と話し、正造翁の功績を

たたえました。

　記念演劇は、作家・水樹涼子さんの原作・脚本で、

正造翁の生涯を妻・カツの視点で紹介。市民劇団

「さの演劇塾」の団員と、公募による出演者、旗川・

佐野・界の各小学校の児童、市民合唱団 Voice、

佐野東高等学校コーラス部など総勢１３０人以上

の方が参加しました。出演者は、７月から稽古を

続けてきた成果を、両日約１，１００人の観客の

前で披露し、劇がフィナーレを迎えると満場の拍

手が送られました。
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　天明小は、１０月１０日秋晴れのもと、天明鋳

物と田中正造をテーマに、「ふるさと天明まちある

き」を行いました。「仲間と共に故郷を歩き、心の

目を使って、天明の宝物を見つけてください」と

の白澤校長先生からの挨拶の後、３８０人の児童が

２８班に分かれ、地図を片手に出発しました。

　若林鋳造所では鋳物

の歴史を聞き、鋳物づ

くりを見学。惣宗寺で

は正造翁の墓前に寄

り、旭岡住職が突いた、

３００年以上も前に造

られた天明鋳物の梵鐘

の重厚な音に、児童たちは目を丸くしていました。

　この他、金山神社、観音寺、星の宮神社、佐野

鋳造所跡を巡り、この日、天明の街は、赤白帽の

児童たちの笑顔と歓声につつまれていました。

（市民記者　吉井貴子）
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天明小校庭にて、元気いっぱいの児童たち

天明鋳物の梵鐘の下で、説明
を聞きました（惣宗寺）

　１０月１２・１３日の両日、田沼グリーンスポー

ツセンターにおいて、第８回佐野市そばまつりが

開催されました。

　会場では市内の農村レスト

ランのほか、佐野そば商組合、

足利そば商組合の計６店舗が

かけそば・もりそばを５００

円で提供したほか、各地区の

むらづくり団体などによる地

場産農産物などの販売コー

ナーや、そば打ちの実演（体験）

コーナーが設けられました。

　秋晴れの中、大勢のお客さんが訪れ、思い思い

の店舗でそばを購入し、そばの味と香りを楽しみ

ました。

　１１月には各農村レストランなどで、新そば祭

りが開催されます（詳細本紙１５ページ参照）。秋の

味覚をぜひご賞味ください。
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